






















































































































































































































































































































































の exposition universelle という万博の呼称にあらためて注目し、一九世紀にたびたび開催さ
れ、初期の万博史を主導したパリ博の性格を、万国博ならぬ「万物」博として分析された。ジ
ラルデッリ青木美由紀氏は、これまで日本では知られていなかったオスマン帝国の万国博覧会
とのかかわりを、大量の史料調査と現地での研究生活の成果から論じられた。先述のとおり本
研究会では当面、主にアジア、とくに東アジア域内の比較を重視してきたが、そこから見えて
きた問題の多くが、アジア以外の非西洋とも共通するであろうこと、むろん異なる点も含め
て、アジアの外へ広がる世界大の比較がいよいよ有用であろうことが、明確な問題意識として
共有されつつある。青木氏の研究はその大きな展開への橋がかりとなるものである。
徐蘇斌氏は、万博への参加を通じた近代中国の歩みを、中国国内での博物館の形成プロセス
までを含め、先行研究と独自の史料分析を踏まえてまとめられた。現時点では論文の形なが
ら、この分野の研究における基本文献として参照されることになるであろう。日本のケースと
の比較はもちろん、右のジラルデッリ青木論文との比較も興味深い。対して武藤秀太郎氏は、
中国が国内で博覧会を開催するようになっていった側面に目を向け、初の本格的な博覧会と位
置づけられる一九一〇年南洋勧業会に主な焦点を当てて、その経緯を日中関係の推移を背景に
分析された。
川口幸也氏は、万国博覧会としてはアジアで初めて実現した一九七〇年大阪博において、と
くに世界各地の美術の取り扱いに表れた政治性を論じられた。万博の持つ、産業・技術の祭典
としての性格、また一方で、歴史的なオリエンタリズムの観点に隠れ、かえって見落とされて
きた、今日の多くの現代美術展につながる展示倫理の問題がここに指摘されている。江原規由
氏は、ご自身が二〇一〇年上海万博において日本政府館長を務められた立場を振り返り、万博
実現までの道のりを支えた中国の歴史上の人物らに思いを馳せつつ、貴重な経験を開示され
た。そして、最終章となる曹建南氏の論考は、唐代から二一世紀の中国にいたる時間の流れを
視野に入れ、中国における「博覧会」なるものの形成と展開を追跡された壮大なまとめであ
る。
さて、右の曹論文では、現代における「博覧会」という語の多様な使われ方、他方で類似の
事業を指す他のさまざまな用語の存在も、一つの論点となっている。日本の場合に目を向ける
と、もともと西洋語を訳した万国博覧会、同種の事業を国内規模で実施するようになった際の
『万国博覧会と人間の歴史』（佐野真由子編、思文閣出版、2015 年）より
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内国勧業博覧会に始まり、今日、各地の自治体主導で開かれる地方博覧会やデパートその他の
催事としての博覧会にいたるまで、「博覧会」の語が乱れ飛ぶありさまは、研究会でも当初か
らメンバーの関心が集中した問題の一つであったが、こうした日本での事情に関しては本書で
独立した論考とすることができなかった。中国での展開をとりあげてくださった曹氏に感謝し
たい。同じ漢字文化圏において、これも比較の興味の尽きない論点である。
「博覧会」の語はいかにも乱用されている観があるが、この状況を批判したり、「本当の」博
覧会はどこまでであるかを定義しようとしたりすることには、あまり意味がないと考えてい
る。今日、一般の催事で「博覧会」というネーミングが乱用を招くほどに好まれているなら
ば、一九世紀、日本で「万国博覧会」の語が定着し、この現状にいたるまでが、まさに追うべ
き歴史の一側面というべきだろう。もっとも、実際に開催される万国博覧会に関しては、その
発祥から八〇年近く経過した一九二八年に国際博覧会条約が採択されて一定の制度化を見、以
降、改正を経ながらも、同条約のもと、その事務局である博覧会国際事務局（BIE）に登録・
認定されたものが公式のそれであるという明確なルールがある。その範囲の万博（正式には
「国際博覧会」）に限定して研究対象とする選択肢もありうるかもしれないが、本研究会ではそ
うした考え方はとらなかった。
したがって、本書においては、「博覧会」という語の用い方はその現実の状況に応じて多様
なままになっていること、各執筆者がとりあげた対象も狭義の万国（国際）博覧会から、その
受容によって国内的に展開した博覧会まで、さらに曹論文のようにその周辺に広がる各種の博
覧会をも含むものであることを、ここでお断りしておきたい。しかし書名には、その考察の中
心に位置するものを表現するために「万国」博覧会を用いた。
各論考が提示する「万国博覧会と人間の歴史」の諸相を、味読いただければ幸いである。
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